
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長　

【提出日】 平成29年８月10日

【四半期会計期間】 第70期第１四半期（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

【会社名】 サンワテクノス株式会社

【英訳名】 SUN-WA TECHNOS CORPORATION

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　田中　裕之

【本店の所在の場所】 東京都中央区京橋三丁目１番１号

【電話番号】 （03）5202－4011（代表）

【事務連絡者氏名】 経理部長　　山岸　明

【最寄りの連絡場所】 東京都中央区京橋三丁目１番１号

【電話番号】 （03）5202－4011（代表）

【事務連絡者氏名】 経理部長　　山岸　明

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

サンワテクノス株式会社(E02656)

四半期報告書

 1/16



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第69期
第１四半期
連結累計期間

第70期
第１四半期
連結累計期間

第69期

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年６月30日

自平成29年４月１日
至平成29年６月30日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

売上高 （百万円） 22,654 31,355 116,611

経常利益 （百万円） 5 771 3,215

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 8 548 1,584

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △598 685 2,142

純資産額 （百万円） 21,091 24,129 23,637

総資産額 （百万円） 53,933 66,181 64,816

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 0.60 39.55 113.64

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 39.1 36.5 36.5

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間における日本経済は、米国や欧州の政治動向や金融資本市場の変動の影響等に伴い

景況に対する不透明感があるものの、政府による継続的な経済政策効果を背景に、設備投資や雇用・所得環境に

改善の動きが見られ、依然として緩やかな回復基調の動きが続いております。

　当社グループの関連しております産業用エレクトロニクス・メカトロニクス業界におきましては、スマート

フォン向け及び自動車向けの需要が堅調を維持しており、半導体関連業界・産業機械業界につきましても中国経

済の好況により好調が続いております。

　このような環境の中で当社グループは、第９次中期経営計画（Challenge 1500）の２年目も引き続き重点施策

を推進しております。電機・電子・機械分野の最新技術と優れた製品情報を融合させたコアビジネスに、ものづ

くりの先鋭化をサポートするエンジニアリング力とグローバルＳＣＭソリューションをプラスし、グローバルに

活躍する独立系技術商社として新たな価値を生み出す取組みを行っております。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高313億55百万円（前年同期比38.4％増）、営業利益６億

63百万円（前年同期は営業利益37百万円）、経常利益７億71百万円（前年同期は経常利益５百万円）、親会社株

主に帰属する四半期純利益５億48百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益８百万円）となり、前

年同期を上回る結果となりました。

 

　部門別の業績は次のとおりであります。

［電機部門］

　電機部門では、産業機械業界向け及び半導体関連業界向けの電機品の販売が増加いたしました。この結果、当

部門の売上高は60億56百万円（前年同期比57.0％増）となりました。

［電子部門］

　電子部門では、自動車関連業界向け、産業機械業界向け及び社会インフラ設備向けの電子部品の販売が増加い

たしました。この結果、当部門の売上高は236億80百万円（前年同期比38.2％増）となりました。

［機械部門］

　機械部門では、産業機械業界向けの設備機器及び産業用ロボットの販売は増加いたしましたが、ＦＰＤ（フ

ラットパネルディスプレイ）関連業界向けの生産設備の販売は減少いたしました。この結果、当部門の売上高は

16億17百万円（前年同期比3.0％減）となりました。

 

　セグメントの業績は次のとおりであります。なお、売上高については、セグメント間の内部売上高又は振替高

を含めた売上高で表示しております。

①　日本

　産業機械業界向けの電機品、電子部品、設備機器及び産業用ロボットの販売、半導体関連業界向けの電機品の

販売、自動車関連業界向けの電子部品の販売及び社会インフラ設備向けの電子部品の販売は増加しましたが、Ｆ

ＰＤ関連業界向けの生産設備の販売は減少いたしました。この結果、売上高240億98百万円（前年同期比34.4％

増）、営業利益１億54百万円（前年同期は営業損失85百万円）となりました。

②　アジア

　アジア地域では、中国経済の好況を背景に産業機械業界向けの電子部品及び電機品の販売が増加いたしまし

た。この結果、売上高81億10百万円（前年同期比40.5％増）、営業利益３億38百万円（前年同期比138.7％増）と

なりました。
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③　欧米

　欧米では、有機ＥＬ生産設備向けの電機品の販売及びアミューズメント向けの電子部品の販売が増加いたしま

した。この結果、売上高23億６百万円（前年同期比120.7％増）、営業利益１億85百万円（前年同期は営業損失14

百万円）となりました。

④　その他

　売上高は２億93百万円（前年同期比13.4％減）、営業損失16百万円（前年同期は営業損失１百万円）となりま

した。

 

（2）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

該当事項はありません。

（5）従業員数

　平成29年６月30日現在の従業員数は941人であります。

 

（6）仕入、受注及び販売の実績

　①商品仕入実績

　当第１四半期連結累計期間の商品仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

前年同期比（％）

日本（百万円） 22,259 134.3

アジア（百万円） 5,517 137.9

欧米（百万円） 1,203 249.5

報告セグメント計（百万円） 28,980 137.6

その他（百万円） 105 66.5

合計（百万円） 29,085 137.1

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

　②受注状況

　当第１四半期連結累計期間の受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
受注高
（百万円）

前年同期比（％）
受注残高
（百万円）

前年同期比（％）

日本 25,348 136.6 17,672 138.8

アジア 8,924 173.7 7,170 143.0

欧米 1,542 159.7 509 54.3

報告セグメント計 35,815 145.2 25,352 135.7

その他 169 69.7 116 78.1

合計 35,984 144.5 25,468 135.2

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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　③販売実績

　当第１四半期連結累計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

前年同期比（％）

日本（百万円） 21,523 132.5

アジア（百万円） 7,468 143.1

欧米（百万円） 2,235 223.9

報告セグメント計（百万円） 31,227 139.0

その他（百万円） 127 65.6

合計（百万円） 31,355 138.4

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

（7）主要な設備

　当第１四半期連結累計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

（8）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社グループは、一般産業機械及び装置や半導体及び液晶製造装置等に使用されるサーボモータ、リニアモー

タなどのメカトロ製品を販売する電機部門、自動車関連・デジタル家電・パソコン・携帯情報端末・アミューズ

メント設備機器等の分野に使用される電子部品を販売する電子部門、半導体関連製造設備、液晶・パネル搬送用

クリーンロボット及び産業用ロボットを販売する機械部門から成る技術商社であります。その需要先は主に産業

用エレクトロニクス・メカトロニクス業界であるため、当社グループの業績は、この業界の需要動向、並びに設

備投資動向の影響を受けます。

　また、今後の見通しといたしましては、国内設備投資は持ち直しの動きが見られるものの、生産拠点の海外移

転の動きは続いており、グローバル企業としての活動が更に活発になる事が予想されます。

　当社グループといたしましては、これらの状況を踏まえ、お取引先様の信頼と満足を得られるよう、国内外の

子会社とのネットワークを駆使するとともに、技術力・提案力を活かし、品質と付加価値の高い商品・技術・エ

ンジニアリングサービスを提供することで収益力の向上を図っております。

 

（9）経営者の問題認識と今後の方針について

　当社は、グループ全体を通じて、企業価値の拡大、財務体質の強化、営業力の強化向上、自己資本の充実に取

り組んでおります。

　さらに、地球環境保全が経営の重要課題であるとの認識から認証取得したISO14001、お取引先様に確かな品質

並びに付加価値の高いサービスの提供を行うことを目的に取得したISO9001の継続的改善・向上の活動をさらに

推進するとともに、コンプライアンスの浸透・徹底を図り、業績のみにとどまらず、経営の質の面からも社会に

貢献できる企業グループを目指しております。

　また、平成31年３月期を最終年度とする第９次中期経営計画（Challenge 1500）を平成29年３月期よりスター

トさせ、経営目標達成のため以下の重点施策に取り組んでおります。電機・電子・機械分野の最新技術と優れた

製品情報を融合させたコアビジネスに、ものづくりの先鋭化をサポートするエンジニアリング力とグローバルＳ

ＣＭソリューションをプラスし、グローバルに活躍する独立系技術商社として新たな価値を生み出してまいりま

す。

 

第９次中期経営計画（Challenge 1500）重点施策

・電機・電子・機械のコアビジネスをさらに強化する

　（主要取引先との関係強化、代理店事業の拡大）

・「エンジニアリング事業」「グローバルＳＣＭソリューション事業」の確立

・海外事業の強化（ローカル企業の開拓、グループ力強化）

・ＩＣＴ技術の活用によるＩｏＴビジネスの構築

・企業風土改革の推進（ダイバーシティの推進、グローバル人材の育成）
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,380,000

計 33,380,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,438,000 14,438,000
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であ

り、単元株式数

は100株であり

ます。

計 14,438,000 14,438,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高
（百万円）

平成29年４月１日～

平成29年６月30日
－ 14,438,000 － 2,553 － 1,958

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成29年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式

等）
－ － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式

等）
普通株式 　　579,500 －

権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式で

あり、単元株式数は100株であ

ります。

完全議決権株式（その他） 普通株式　13,823,600 138,236 同上

単元未満株式 普通株式　　　34,900 － －

発行済株式総数 14,438,000 － －

総株主の議決権 － 138,236 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,200株（議決権の数12個）含まれて

おります。

 

②【自己株式等】

平成29年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

サンワテクノス株式会社
東京都中央区京橋

３－１－１
579,500 － 579,500 4.01

計 － 579,500 － 579,500 4.01

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日から平

成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、井上監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,759 7,649

受取手形及び売掛金 34,141 32,206

電子記録債権 7,027 7,613

商品及び製品 6,071 7,471

仕掛品 25 43

その他 1,590 1,505

貸倒引当金 △108 △103

流動資産合計 55,507 56,385

固定資産   

有形固定資産 3,056 3,115

無形固定資産 222 206

投資その他の資産 ※２ 6,030 ※２ 6,474

固定資産合計 9,309 9,796

資産合計 64,816 66,181

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 17,858 15,909

電子記録債務 13,324 13,930

短期借入金 1,289 1,284

1年内償還予定の社債 1,200 1,200

未払法人税等 675 199

引当金 67 81

その他 2,181 2,247

流動負債合計 36,596 34,852

固定負債   

長期借入金 2,300 4,700

長期未払金 613 613

役員退職慰労引当金 68 70

退職給付に係る負債 868 871

その他 731 944

固定負債合計 4,581 7,199

負債合計 41,178 42,052

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,553 2,553

資本剰余金 1,958 1,958

利益剰余金 16,950 17,304

自己株式 △427 △427

株主資本合計 21,034 21,388

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,134 2,440

為替換算調整勘定 468 301

その他の包括利益累計額合計 2,603 2,741

純資産合計 23,637 24,129

負債純資産合計 64,816 66,181
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

売上高 22,654 31,355

売上原価 19,790 27,667

売上総利益 2,863 3,687

販売費及び一般管理費 2,826 3,024

営業利益 37 663

営業外収益   

受取利息 4 1

受取配当金 33 36

仕入割引 13 9

受取家賃 29 27

為替差益 － 24

その他 38 26

営業外収益合計 119 126

営業外費用   

支払利息 10 12

手形売却損 － 0

売上債権売却損 2 3

為替差損 134 －

その他 4 2

営業外費用合計 151 18

経常利益 5 771

特別利益   

投資有価証券売却益 36 －

特別利益合計 36 －

特別損失   

投資有価証券売却損 3 －

投資有価証券評価損 9 －

特別損失合計 12 －

税金等調整前四半期純利益 30 771

法人税等 21 223

四半期純利益 8 548

親会社株主に帰属する四半期純利益 8 548
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

四半期純利益 8 548

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △197 305

為替換算調整勘定 △409 △167

その他の包括利益合計 △607 137

四半期包括利益 △598 685

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △598 685

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。また、見

積実効税率を使用できない場合は、税引前四半期純利益に一時差異に該当しない重要な差異を加減した上で、法定

実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１ 受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成29年６月30日）

受取手形割引高 459百万円 10百万円

 

※２ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成29年６月30日）

投資その他の資産 88百万円 74百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

減価償却費 74百万円 77百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日　至平成28年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資  

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 200 14  平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金  

 

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資  

平成29年６月28日

定時株主総会
普通株式 194 14  平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金  

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 日本 アジア 欧米 計

売上高         

外部顧客への売上高 16,242 5,218 998 22,459 194 22,654 － 22,654

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,688 556 46 2,291 144 2,435 △2,435 －

計 17,931 5,774 1,044 24,751 338 25,089 △2,435 22,654

セグメント利益又は損

失（△）
△85 141 △14 40 △1 39 △1 37

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国内子会社の事業活動を含んで

おります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△１百万円には、セグメント間取引消去０百万円及び棚卸資産の調

整額△１百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 日本 アジア 欧米 計

売上高         

外部顧客への売上高 21,523 7,468 2,235 31,227 127 31,355 － 31,355

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,575 641 70 3,287 165 3,453 △3,453 －

計 24,098 8,110 2,306 34,515 293 34,808 △3,453 31,355

セグメント利益又は損

失（△）
154 338 185 677 △16 660 2 663

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国内子会社の事業活動を含んで

おります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額２百万円には、セグメント間取引消去６百万円及び棚卸資産の調整

額△３百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 0.60円 39.55円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
8 548

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（百万円）
8 548

普通株式の期中平均株式数（千株） 14,190 13,858

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年８月10日

サンワテクノス株式会社

取締役会　御中

 

井上監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 萱嶋　秀雄　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 尾上　友之　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサンワテクノス
株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日か
ら平成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連
結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四
半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サンワテクノス株式会社及び連結子会社の平成29年６月30日現在の財
政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて
の重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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